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■
と　
き　
12
月
21
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き　
12
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き　
12
月
11
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
12
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
で
、
エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る

こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
総
称
で

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
だ
け
で
は
、
エ

イ
ズ
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

　
12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
を
夜
間
に
実
施
し
ま
す
。

■
と　
き　
11
月
30
日
㈪

　
午
後
５
時
〜
午
後
７
時

■
と
こ
ろ　
西
部
保
健
所
（
日
田
市
）

■
対　
象　
検
査
を
希
望
す
る
方
（
匿
名

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

※

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い

■
検
査
料　
無
料

■
内　
容　
問
診
・
採
血
を
行
い
ま
す
。

採
血
後
、
約
１
時
間
で
検
査
結
果
を
お

伝
え
し
ま
す

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
子
ど
も
を
望
む
ご
夫
婦
の
妊
活
を
支
援

す
る
た
め
、
不
妊
検
査
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者　
大
分
県
内
に
住
所
登
録

が
あ
り
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
あ
っ
て
、
次
の
①
及
び
②
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
者

①
検
査
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

で
あ
る
こ
と

②
夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
額
が
７
３
０

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
（
申
請
が
１
月

〜
５
月
の
場
合
は
前
々
年
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

お
知
ら
せ

障
が
い
巡
回
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談

「
知
っ
て
る
⁉
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
エ
イ
ズ
の
違

い
」
検
査
で
早
期
発
見
し
ま
し
ょ
う

不
妊
検
査
費
（
妊
活
応
援
検
査
費
）

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

レッドリボンは、あなた
がエイズに関して偏見を
もっていない、エイズと
ともに生きる人々を差別
しないというメッセージ
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■
助
成
額　
不
妊
検
査
に
要
し
た
費
用
の

自
己
負
担
額
に
つ
い
て
夫
婦
１
組
に
つ

き
上
限
３
万
円

【
助
成
回
数
】

　
夫
婦
１
組
に
つ
き
１
回
限
り

【
助
成
金
の
申
請
方
法
】
検
査
受
診
後
、

必
要
書
類
を
添
え
て
県
に
提
出

【
医
療
機
関
】
助
成
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
７
１
８
）

【
犯
罪
被
害
等
給
付
制
度
】

　
殺
人
事
件
等
の
ご
遺
族
、
障
害
児
検
討

に
よ
り
重
傷
病
若
し
く
は
心
身
に
障
害
を

負
う
な
ど
重
大
な
被
害
を
受
け
た
犯
罪
被

害
者
等
に
対
し
て
、
国
が
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
玖
珠
警
察
署
総
務

課
（
☎
７
２‐

２
１
３
１
）
ま
た
は
警
察

本
部
広
報
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
０

９
７‐

５
３
６‐

２
１
３
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
犯
罪
被
害
者
支
援
相
談
窓
口
】

　
犯
罪
被
害
は
い
つ
誰
に
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
大
分
県
警
察
で
は
、
各
種
の

総
合
窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の
方
か
ら

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
警
察
総
合
相
談　
＃
９
１
１
０

●
性
犯
罪
被
害
相
談　
＃
８
１
０
３

●
暴
力
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
１
０

●
覚
せ
い
剤
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

８
９
１
８

■
募
集
内
容

【
野
菜
長
期
コ
ー
ス
】

　
野
菜
栽
培
実
習
、
基
礎
講
座

【
畜
産
コ
ー
ス
】

　
家
畜
飼
養
実
習
、
基
礎
講
座

■
研
修
期
間　
令
和
３
年
４
月
９
日
㈮
〜

令
和
４
年
３
月
８
日
㈫

■
募
集
期
間　
令
和
３
年
１
月
12
日
㈫
〜

２
月
16
日
㈫

■
試
験
日　
３
月
３
日
㈬

■
研
修
費
用

【
野
菜
長
期
コ
ー
ス
】
４
４
，
０
０
０
円

【
畜
産
コ
ー
ス
】
１
１
，
０
０
０
円

■
研
修
場
所

【
野
菜
長
期
コ
ー
ス
】
県
立
農
業
大
学
校

【
畜
産
コ
ー
ス
】
県
農
林
水
産
研
究
指
導

セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
部

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
立
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
７
４‐

２
２‐

７
５
８
３
）

　
大
分
県
で
森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど

の
林
業
分
野
（
事
務
職
員
を
除
く
）
へ
の

就
職
を
目
指
し
て
い
る
方
や
、
林
業
を
新

た
に
始
め
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
林

業
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
12
名
以
内
を
予
定
（
43
歳

未
満
の
方
10
名
＋
43
〜
53
歳
以
下
の
移

住
者
の
方
２
名
）

■
研
修
期
間　
令
和
３
年
４
月
中
旬
〜
令

和
４
年
３
月
中
旬
（
約
11
カ
月
）

■
研
修
費
用　
無
料

（
一
部
の
資
格
登
録
費
用
、
交
通
費
・
昼

食
等
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
限　
12
月
18
日
㈮

■
試
験
日　
令
和
３
年
１
月
中
旬
予
定

■
そ
の
他　
給
付
金
や
申
込
条
件
等
に
つ

い
て
は
、
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
公
益
財
団

法
人
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

（
☎
０
９
７‐

５
４
６‐

３
０
０
９
）

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人

の
病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象

に
、
無
料
ま
た
は
低
額
診
療
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
や
「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
」
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

「
就
学
援
助
制
度
」
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
低
所
得
等
の
生
計

困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支
払
い
に
つ

い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
済
生

会
日
田
病
院
の
医
療
相
談
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
の
証
明
書
、
認

定
書
、
通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の

上
、
診
療
費
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他　
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方

は
、
担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
診
療
科
目　
済
生
会
日
田
病
院
で
行
っ

て
い
る
診
療
科
目
の
す
べ
て

■
お
問
い
合
わ
せ　
済
生
会
日
田
病
院

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

１
１
０
０
）

※

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
出
願
資
格

・
保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者

・
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課

程
、
別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除

く
）
及
び
短
期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進

学
を
希
望
す
る
者
で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間　
12
月
28
日
㈪
ま
で

■
貸
与
期
間　
令
和
３
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特　
徴　
奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。

申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給

付
）
に
推
薦
。
文
系
学
部
、
理
工
系
学

部
問
わ
ず
（
但
し
、
医
学
部
、
薬
学
部

国
家
試
験
課
程
除
く
）

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
、

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

就
農
準
備
研
修
の
研
修
生
募
集

お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

令
和
３
年
度
研
修
生
募
集

診
療
費
の
減
免
事
業

令
和
３
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

▲大分県HP

▲森林ネット
　おおいたHP

も
　
り
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■
そ
の
他　
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

（
☎
０
９
７‐
５
０
６‐

５
６
２
０
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

■
定　
員　
20
人

■
対
象
者　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
〜
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
等

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、

花
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
つ

い
て
習
得

■
定　
員　
20
人

■
対
象
者　
離
職
転
職
者
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
等

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料　
無
料

（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間　
11
月
30
日
㈪
〜
令
和
３
年

１
月
14
日
㈭
ま
で

■
入
校
試
験　
令
和
３
年
１
月
17
日
㈰

■
合
格
発
表　
令
和
３
年
１
月
20
日
㈬

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法

　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
募
集
対
象

・
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の

者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が

い
が
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
等
の
使
用
に

よ
っ
て
も
文
字
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識

が
困
難
な
者

・
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
27
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

■
出
願
受
付
期
間

　
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
〜
１
月
15
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　
令
和
３
年
１
月
18
日
㈪
〜
１
月
21
日
㈭

の
午
後
３
時
〜
午
後
４
時

■
結
果
発
表　
令
和
３
年
１
月
22
日
㈮
通

知
発
送

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
と　
き　
令
和
３
年
１
月
31
日
㈰

■
と
こ
ろ
（
試
験
会
場
の
選
択
不
可
）

　
大
分
県
教
育
会
館
ま
た
は
Ｉ
Ｖ
Ｙ
大
分

高
度
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

■
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　
11
月
27
日
㈮
〜
12
月
７
日
㈪

【
書
面
申
請
】

　
11
月
30
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈭

■
願
書
配
布
場
所　
県
内
各
消
防
本
部
、

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７
）

■
募
集
コ
ー
ス　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
11
月
26
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈮

■
訓
練
期
間　
令
和
３
年
２
月
２
日
㈫
〜

７
月
27
日
㈫

■
そ
の
他　
12
月
15
日
㈫
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
募
集
対
象

●
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
60
デ

シ
ベ
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
補
聴
器

等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
話
声
を

解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く

困
難
な
も
の

●
以
降
の
年
齢
の
幼
児
で
、
大
分
県
内
に

在
住
す
る
者

・
１
年
保
育
（
５
歳
児
）
平
成
27
年
４

月
２
日
〜
平
成
28
年
４
月
１
日
生

・
２
年
保
育
（
４
歳
児
）
平
成
28
年
４

月
２
日
〜
平
成
29
年
４
月
１
日
生

・
３
年
保
育
（
３
歳
児
）
平
成
29
年
４

月
２
日
〜
平
成
30
年
４
月
１
日
生

■
願
書
受
付
期
間　
令
和
３
年
１
月
12
日

㈫
〜
１
月
21
日
㈭

■
出
願
関
係
書
類
配
布
期
間

　
１
月
12
日
㈫
か
ら
県
立
聾
学
校
事
務
室

に
て
出
願
関
係
書
類
を
交
付
。
交
付
は

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
入
学
希
望
者
面
接　
２
月
下
旬
に
面
接

を
行
い
ま
す
。
日
時
は
後
日
連
絡

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
聾
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
４
３‐

２
０
４
７
、
Ｆ

Ａ
Ｘ　

０
９
７‐

５
４
６‐

２
１
１

１
）

試
験
・
講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校
令
和

３
年
度
訓
練
生
募
集
（
前
期
）

令
和
３
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

消
防
設
備
士
試
験

２
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

令
和
３
年
度
大
分
県
立
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

▲大分県
　奨学会HP
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（敬称略）

奥 野

梶 屋

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

弥夕

拓己

あない　　　ゆずは

おだ　　　 とうし

10月１日～10月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,162  人
4,374  人
  4,788  人
3,899 　 

8
1
7
2

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

穴　井　ムツ子
梅　木　ミヤ子
梶　谷　貴美江
木　下　千惠子
酒　井　正　美
武　石　アツ子
田　邊　千枝子
森　　　信　子
若　杉　一　見

　

南 恵 良
菅 原 本 村
下 旦 三
中 央 三
後 辻
甘 川 水
中 央 一
菅 原 本 村
口 の 園

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

1

5

1

5

5

16

3

2

5

4

14

23

32

108

58

221

26

34

113

62

235

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・10月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

穴井　柚葉

小田　闘志

　朝夕が一段と冷え込み、これから暖房器具の使用が多くなる季節
となりました。朝、目が覚めるとまず、暖房器具のスイッチを入れ
る人が多くなると思います。日ごろ使い慣れたものだから・・・で
も、過信は禁物です。
　ストーブやファンヒーターの周りが散らかっていたり、上に洗濯
物を干したりしていませんか？暖房器具の周りのゴミや洗濯物に着
火し、火災に至るケースが全国でも多く発生しています。暖房器具
の周辺は整理整頓し、使用の際は定期的な換気を心がけましょう。
　暖房器具の電気コードを束ねたり、家具などで踏んだままにして
いませんか？　最近の暖房器具は電気を使用するものが多く、電気
コードを束ねたり踏んだりしていると、コード内の導線が切れてそ
こから火が出ることがあります。曲げたり踏んだりがないよう気を
つけましょう。
　冬場になると空気が乾燥し、一度火がつくと
すぐに燃え広がってしまいます。暖房器具の正
しい取扱いで、温かい冬を過ごしましょう。

女

男

89
87
97
79
81
92
97
67
79

表紙を作成していた際、最近は社会的距離
を意味する「ソーシャル・ディスタンス」
ではなく、物理的に距離をとることを意味
する「フィジカル・ディスタンス」が使わ
れることを教えてもらいました。パンデ
ミックやクラスターなど、今年は初めて聞
くカタカナ語がたくさんありました。便利
でつい使ってしまうのですが、私自身が最
初に聞いた時にピンとこないことが多いた
め、できるだけ日本語でわかりやすい言葉
を使っていきたいなと少し早いですが今年
を振り返りながら感じました。（表紙はカ
タカナ語のままですが…）　　　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

１1月

1２月

22日
23日
29日
6日
13日
20日
27日
29日
30日
31日

72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127
72-7100

塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇
山 田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-0075

72-0450
0973-24-6347
0973-24-7710
0973-24-3718

72-1020
0973-28-7688
0973-22-8881

72-0214
0973-22-8071

日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市

★都合で変更する場合があります。

三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科

アペックス歯科
倉 成 歯 科 医 院
川 津 歯 科 医 院
アップル歯科医院
石松朗歯科医院
是 永 歯 科 医 院
またけ歯科クリニック
樋口歯科クリニック
相 良 歯 科 医 院
もちまつ歯科医院

2020 年 11 月・12 月休日当番医
● 

歯
科
医

１1月

1２月

22日
23日
29日
6日
13日
20日
27日
29日
30日
31日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

『冬場の体調管理』“使い慣れた暖房器具”
　でも過信は禁物！



令
和

２
年

11月
17日

発
行

（
通

巻
774号

）
発

行
・

九
重

町
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場
企

画
調

整
課

〒
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9
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8
9
5
　

 大
分

県
玖
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九
重

町
大

字
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野
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8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
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印
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有
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会
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1
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月
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読 者 俳 句

12月号の締め切りは、11月30日（必着）でお願いいたします。
選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直接送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
遷
座
法
要
は
文
字
通
り

﹁
座
っ
て
い
る
場
所
か
ら
遷

る
﹂
た
め
の
法
要
の
こ
と
で
、

本
尊
︵
仏
像
・
脇
掛
け
︶
等
を

別
の
場
所
に
移
転
し
た
り
傷
ん

だ
も
の
を
修
理
す
る
際
に
行
う

抜
仏
式
の
こ
と
で
す
。

　
菩
提
寺
で
こ
の
法
要
の
出

会
っ
た
感
動
が
﹁
秋
高
し
﹂
の

季
語
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
遇
の
遷
座
法
要
秋
高
し
　
　
　
佐
藤
八
千
子

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記
俳
句
の
基
本
　
　
モ
ノ
に
語
ら
せ
る

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
一
族
の
代
々
の
系
統
が
書
か
れ
た
も
の
が
家
系
図
で
す
。
家

系
図
を
見
な
が
ら
先
代
の
思
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
冬
め
い

て
ゆ
く
景
色
を
見
な
が
ら
・
・
・
。

冬
め
く
や
家
系
図
た
ど
る
吾
の
記
憶

佐
藤　

律
子

　
オ
ク
ラ
は
夏
を
越
し
て
晩
秋
ま
で
果
実
（
莢
果
）
を
取
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
天
を
突
く
」
と
意
表
が
一
句
を
先

鋭
に
し
ま
し
た
。

す
く
す
く
と
オ
ク
ラ
の
莢
果
天
を
突
く

重　
　
　

吉

　「
杣
」
と
は
材
木
を
切
り
出
す
き
こ
り
さ
ん
の
こ
と
。
山
林

か
ら
切
り
出
し
た
材
木
を
「
そ
ま
き
」
と
も
。
一
日
の
仕
事
を

終
え
て
山
を
下
る
き
こ
り
さ
ん
の
姿
が
。

落
葉
踏
む
黄
昏
時
や
杣
の
道

小
野　

恒
己

　
飛
行
機
雲
に
見
と
れ
て
、
つ
い
背
筋
を
伸
ば
し
腰
を
伸
ば
し

ま
し
た
。
の
ど
か
な
秋
の
田
園
風
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

腰
伸
ば
す
飛
行
機
雲
や
秋
惜
し
む

時
松
ヤ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
俳
句
で
は
思
い
を
述
べ
な
い
よ
う
に
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
何
故
か
と
い
う
と
十
七
音
で
す

か
ら
、
あ
れ
こ
れ
言
お
う
と
す
る
と
収
ま
り
が
悪
く
な
る
か
ら
。「
モ
ノ
に
語
ら
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
は
モ

ノ
を
出
し
て
読
む
人
に
実
感
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
貰
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
▽
今
月
の
推
薦
句
は
、
そ

う
い
う
意
味
で
「
モ
ノ
」
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
家
系
図
」
「
莢
果
」
「
杣
の
道
」
「
飛
行

機
雲
」
こ
れ
ら
の
「
モ
ノ
」
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
い
ま
せ
ん
。
季
語
を
形
容
し
な
い
、
モ
ノ
に
イ
メ
ー

ジ
を
託
す
、
こ
れ
が
十
七
音
故
の
技
法
で
も
あ
り
ま
す
。
▽
来
月
は
も
う
師
走
、
一
年
が
早
い
で
す
ね
。
十

二
月
号
は
「
年
間
賞
」
の
発
表
で
す
。
一
月
の
新
年
合
同
句
会
で
表
彰
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
焦
点
を
定
め
る
た
め
一
句
に
動
詞
は
一
つ
使
う
ほ
う
が
成
功
率
は
高
い
。
だ
が
「
一
句

一
動
詞
」
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
原
則
論
。
要
は
、
二
つ
で
も
三
つ
で
も
使
う
の
は
自
由
で
は
あ
る
が
、

使
い
こ
な
せ
る
か
ど
う
か
で
す
。
要
は
、
動
詞
を
恐
れ
ず
、
頼
り
過
ぎ
ず
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

窯
元
の
陶
工
二
人
秋
日
和

お
彼
岸
会
佛
心
に
逢
う
寺
の
門

竹
筒
の
紅
く
照
ら
す
や
水
引
草

立
冬
や
終
止
符
打
つ
と
決
め
た
日
の

秋
夕
暮
焼
砂
野
辺
に
こ
ぼ
れ
落
つ

冬
ぬ
く
し
長
野
馬
貞
の
墓
掃
除

秋
深
む
音
沙
汰
な
し
の
ゆ
ふ
の
森

泡
立
草
伸
び
た
る
程
に
空
近
し

（
選
者
・
評
）

薄
靄
の
晴
れ
て
鶉
の
声
し
ば
し

世
の
憂
さ
に
冬
の
薔
薇
の
添
ふ
て
咲
く

日
向
ぼ
こ
座
布
団
の
穴
圧
し
て
み
る

露
草
や
爪
先
ぬ
ら
す
畔
小
路

秋
灯
し
自
分
史
つ
づ
る
三
ペ
ー
ジ

秋
深
む
気
配
忍
ば
す
宝
山

秋
夕
焼
夫
婦
微
妙
な
間
合
い
か
な

十
六
夜
の
月
に
供
え
し
紅
葉
の
手

限
界
の
村
に
ひ
っ
そ
り
赤
ま
ん
ま

末　

子

香　

澄

豊　

國

左
世
美

ヨ
ウ
子

則　

子

直　

人

泉　

渓

桐　

友

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句　

　
続
「
動
詞
」

紀
久
子

文　

雄

   　

ム
ツ
子

好　

美

い
づ
み

良　

子

勝　

子

純　

子

せ

ん

ざ

ほ

う

よ

う

　
「
動
詞
の
使
い
方
で
も
う
少
し
聞
き
た
い
」
と
い
う
お
葉
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
月
も
「
動

詞
」
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
俳
句
は
、
世
界
最
短
の
詩
の
形
式
で
す
か
ら
。
十
七
音
が
言
葉
の
意
味
で
終
わ
る
と
詩
に
な
り
ま
せ

ん
。
意
味
で
終
わ
ら
な
い
た
め
に
も
読
み
手
の
五
感
に
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で

一
番
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
言
葉
は
、
や
は
り
「
名
詞
」
で
す
。
名
詞
は
ほ
と
ん
ど
「
モ
ノ
」
で
す
が
言

葉
を
と
お
し
て
そ
の
モ
ノ
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

《
あ
め
ん
ぼ
の
雨
と
あ
め
ん
ぼ
と
雨
と
　
湘
子
》
思
い
切
り
の
名
詞
俳
句
、
動
詞
が
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
リ
ズ
ム
感
溢
れ
る
こ
の
句
は
一
度
で
頭
の
中
に
残
り
ま
す
。

《
一
月
の
雨
一
月
の
谷
の
中
　
龍
太
》
主
語
が
川
で
あ
る
以
上
、「
流
れ
る
」
は
言
わ
ず
も
が
の
動
詞
」

で
す
。
不
必
要
な
動
詞
を
使
わ
ず
に
詠
ま
れ
た
有
名
な
一
句
で
す
。

う
す
も
や　
　
　
　
　
　
　

う
ず
ら

そ
う
び

あ
ぜ
こ
み
ち

あ

き
ょ
う
か

そ
ま

佳
作
　
十
七
席

佳
作
　
十
七
席

秋
高
し

秋
高
し




